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研究室紹介
東邦大学皮膚科学教室

関 東 裕 美

1.　教室の歴史

東邦大学は 1925年，女子の理科系教育の向上と健全な
人間性の育成を目標として創設され，医学部は帝国女子
医学専門学校を前身として発展してきた歴史があります。
当皮膚科学教室は 1965年 8月に皮膚泌尿器科より分
離独立後，東京大学から皮膚泌尿器科学教室主任教授と
して赴任されていた石津　俊先生が初代教授に就任され
ました。2代安田利顕教授は日本皮膚科学会理事長を務
められ教室の発展のみでなく日本皮膚科学会の発展に多
大な貢献をされました。当時日常生活品の含有化学物質
について発がん性，催奇形性，感作性などが注目される
ようになり，監督官庁の指導で化粧品原料の規格統一も
業界を通して図られるようになってきた時代です。化粧
品の安全性についても関心が高まる環境の中で安田利顕
先生を中心に業界と大学，公的研究機関の研究者を結び
つけ香粧品学会が創設されたのです。1977年に教室を
引き継いだ私の恩師である石原　勝教授は接触アレル
ギーの研究に貢献されました。香料素材の皮膚に対する
安全性の検討方法ならびにその意義，化学構造と感作能
の関連，当科における諸香料素材のパッチテスト（PT）
成績を紹介，患者の PT陽性率には化学物質の感作能の
ほか，実際の使用頻度その他かなり多くの因子が関与す
ることを強調し，感作試験の重要性についても普言され
ました。先生は Research Institute for Fragrance Materials 
（RIFM）の会議に出席される際には外来での診療態度も
高揚されている様子が私たち部下にもよく伝わり皆が腫
れ物に触るように近づかないようにしておりましたこと
を思いだします。香料 PT集計には寝る暇を惜しんで時
間を費やされ，アメリカ出張から帰国 1週間後大学の駐
車場で倒れ，教授任期を 5年残してご逝去されてしまい
ました。香粧品の歴史について，岡本暉公彦先生が“過
ぎ去った過去と将来への思いをこめて”と題され香粧品
学会誌に寄稿されています。香粧品学会開催の中で諸外
国の状況把握のために石原　勝先生などの努力で，米，
欧の研究者を招請し，学会シンポジウムなどが実施され
たとのこと，弟子として誇らしくうれしく拝読させてい
ただきました。以後露木重明教授，伊藤正俊教授が歴任
され，2010年 6月より慶應大学から石河　晃先生が赴
任され第 6代教授を担当されております。

2.　教室の特色

東邦大学医療センター大森病院は地域の基幹病院とし
て，そして教育病院としての役割を担っており，質の高
い，良質な医療を提供すべく医局員一丸となって日々努
力しておりその成果が実りつつあるのが感じられます。
2017年度は新入医局員 7名を加え現在当教室は常勤医
11名，准修練医 6名，大学院生 3名，非常勤医 4名の
大所帯になりました。皮膚科は女性医師が多く産休・育
休取得者たちは勤務不能な期間がありますが，東邦大学
ならではの女性医師支援体制から作られた准修練医制度
を利用して日常診療に参加，貢献してくれています。大
田区 70万人の人口密集地にある大学病院であり，診断
困難症例，難治症例，悪性腫瘍，アレルゲン精査目的な
ど，非常に多数の患者さんをご紹介いただいています。
専門外来として接触アレルギー外来（アレルゲン検索・
除去），皮膚外科外来（術前評価，術後フォロー），水疱
症外来（先天性・自己免疫性水疱症診断・治療），乾癬
外来（生物製剤治療），光線外来（乾癬，皮膚リンパ腫
などの紫外線治療），爪外来（巻き爪の矯正治療），ニキ
ビ・アトピー外来，レーザー外来（しみ，あざ治療），
美容外来（ニキビ治療・予防など）を行い，多彩なニー
ズに応える診療体制が整っています。

3.　教室の研究テーマ

高齢化社会で経済的背景も加わり今後これまで以上に
医学的見地から美容治療についても皮膚科医としての検
証が要求される社会になることが想定されます。当院で
は色素斑および痤瘡に対する美容医療治療を積極的に行
えるようになって参りましたが，本領域は臨床結果が先
行しがちで研究視点での実証は十分に示されていないの
が実情でしょう。育休を終えた先生たちの協力もあり，
当院の美容外来とリンクした「美容医療の有効性評価と
作用メカニズムの解明」をテーマに美容施術や香粧品使
用による客観的評価の集積と解析の検討が社会人大学院
生の松永由紀子先生を中心にスタートしています。新た
に種々の皮膚測定機器を導入し，皮膚パラメーター測定
および生化学的手法を用いた角層機能評価による治療の
客観的な評価を行い，皮膚改善メカニズムの解明ならび
に患者個々の QOL向上に有効な手段が得られるような
結果が出てくるものと期待しています。
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